
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 78.5 78.8 79.0 79.5 80.0 目標値 110.0 125.0 140.0 155.0 175.0

取組目標値 取組目標値

実績値 76.5 75.5 実績値 120.0 144.0

達成率 97.5 95.9 － － ％ 達成率 109.1 115.2 － － ％

目標値 96.4 96.6 96.8 97.0 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 95.7 95.7 実績値

達成率 － 99.3 － － ％ 達成率 － － － － ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④総合的な評価

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

事務事業所管部局長
（幹事部局）

健康福祉部長　吉川敏彦 0852-22-5230

①しまね地域医療支援センター登録医師のうち県内で勤務する医師の人数は、着実に増加している。
②医師の現員数は増加してきているが、医療の高度化に伴う専門分化や病院機能の強化、当直体制の充実など個々の病院の事情により必要数も増加して
おり、充足率は前年に比べ１ポイント低下した。
③看護師の現員数は微増傾向にあるが、必要数も増加しており、病院の看護師の充足率は、近年、９６％程度で推移している。
④思うように薬剤師が採用できないという病院・薬局が多くある。

施策評価シート 評価実施年度： 平成２９年度

病院・公立診療所の医師
の充足率

％
しまね地域医療支援セン
ターへの登録者のうち県
内で研修・勤務する医師
数

目的

その理由

施策Ⅱ－３－３医療従事者の養成・確保

適切な医療を提供するためには、医師、看護師をはじめとした医療従事者の確保が最も重要であり、優れた医療従事者の養成・確保に努めます。

数値目標

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・データなどに
基づいた施策の現状や取組状
況）

数値目標

定性目標

平成28年度～平成31年度

県民に適切な医療を提供することができる、医師、看護職員をはじめとした、優れた医療従事者の養成・確保

①施策の目的等

施策の名称

（１）平成３１年度
末の施策目的の達成
状況（予測）
Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（④の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

B

（２）施策の目的達
成に向けての課題

①奨学金等の貸与とともに、医学生、若手医師に対する島根大学医学部地域医療支援学講座やしまね地域医療支援センターを中心とした支援の取組等に
より、県内に勤務する若手医師の増加は見込まれるが、医師の地域偏在、診療科偏在の是正が課題。
②修学資金の貸与による新人看護職員の県内就業支援や、離職時届出制度の努力義務化も踏まえた再就業支援の促進、勤務環境改善の取り組みによる看
護職員の離職防止などにより、県内に勤務する看護職員の増加は見込まれるが、離島・中山間地や中小病院を中心に看護職員の確保が困難な状況であ
り、その是正が課題。
③本県から薬科大学へ進学する者の増加と、本県での就業の推進が課題。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

①島根大学地域枠の１期生がようやく医師６年目となり、これから次々と地域勤務を始めていく見込みであることから、しまね地域医療支援センターと
緊密に連携して、地域枠出身や奨学金などの貸与を受けた医師の県内でのキャリア形成支援を進めていく。
②医師の勤務場所、診療科などを決めるにあたっては、地域病院に多くの医師を派遣している島根大学との連携が重要であるため、今後も大学と一層の
連携を図って取り組む。
③新人看護職員の県内就業支援、特に、修学資金の過疎地域・離島枠の貸与により、充足率が低い地域への就業を促進する。また、離職防止や勤務環境
の改善のほか潜在看護職員の再就業支援などの取組みを進める。
④薬剤師の需給状況の把握を継続し、不足原因の分析を行う。高校生向けセミナー事業などを継続して実施する。また、各薬科大学を訪問して本県での
就業を推進する。

病院の看護師の充足率
％

評価時点での総合的
な評価

Ａ:順調に進んでいる
Ｂ:概ね順調に進んでいる（見
直す点がある）
Ｃ:あまり順調に進んでいない

・医師については、病院・公立診療所での充足率は、目標を下回っている。また、医師の地域偏在、診療科偏在の是正が課題
となっている。
・しまね地域医療支援センターの登録者のうち県内で研修、勤務する医師は増加してきており、医師不足地域の勤務者も徐々
に増加してきている。
・看護職員についても、離島・中山間地や中小病院を中心に確保が困難な状況であるが、引き続き修学資金貸与、就職情報の
提供などによる県内就業促進に取り組んでいる。

B

判断



（単位：千円）

1 817,685 825,799 医療政策課

2 667,790 702,957 医療政策課

3 1,311 1,900 薬事衛生課
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施策評価シート別紙２（事務事業一覧）

県内の医師不足地域（松江、出雲を除く地域）で勤務（主に病院での勤務）を誘導す
る。

本県内の医療機関及び薬局の希望を満足する数の薬剤師を確保する。

必要数の看護職員等医療従事者を確保する。

施策Ⅱ－３－３医療従事者の養成・確保

所管課名

施策の名称

前年度
事業費

目的（意図）事務事業名
今年度
事業費

地域医療を支える医師確保養
成対策事業
看護職員等医療従事者確保
対策事業

医療従事者確保対策事業


